
中広町に包材店オープン
新会社設立し小売を専業特化

石田商店
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包
装
資
材
販
売
の

�株
石
田
商
店
（
西
区

商
工
セ
ン
タ
ー
五
丁

目
五
―
二
）
は
１１
月

１
日
付
で
新
会
社「
�株

モ
ダ
ン
パ
ッ
ク
石
田
」

を
設
立
し
、
小
売
部

門
を
専
業
特
化
す
る
。

２７
日
に
同
本
社
所
在

地
の
西
区
中
広
町
一

丁
目
一
七
―
一
に「
モ

ダ
ン
パ
ッ
ク
広
島
店
」

を
新
築
オ
ー
プ
ン
。

食
品
容
器
メ
ー
カ
ー
、

エ
フ
ピ
コ
グ
ル
ー
プ

の
全
国
二
四
店
舗
の

旗
艦
店
に
位
置
付
け
、

品
ぞ
ろ
え
を
拡
充
す
る
。

中
区
加
古
町
の
店
舗
の
老
朽
化
に
伴
う

移
転
開
設
で
、
二
階
建
延
九
八
〇
�
㍍
に

駐
車
場
三
二
台
分
を
備
え
る
。
売
り
場
は

旧
店
舗
の
三
倍
以
上
に
な
る
。
一
階
が
各

種
包
装
、
包
装
関
連
機
器
、
二
階
が
店
舗

用
厨
房
用
品
や
什
器
備
品
を
そ
ろ
え
、
新

た
に
陶
器
や
ガ
ラ
ス
な
ど
の
食
器
類
を
扱

う
。
お
好
み
焼
き
セ
ッ
ト
や
装
飾
品
な
ど

も
用
意
す
る
イ
ベ
ン
ト
関
連
の
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
る
。
年
商
目
標
は
六
億
円
。
業
務

用
が
八
割
と
主
力
だ
が
、
一
般
向
け
商
品

も
拡
充
。
卸
と
小
売
で
は
商
品
特
性
が
異

な
る
こ
と
か
ら
分
社
化
し
た
も
の
で
、新
会

社
の
社
長
に
は
、石
田
商
店
の
石
田
雅
夫
前

社
長
が
就
任
。資
本
金
九
〇
〇
〇
万
円
は
石

田
商
店
が
三
〇
％
、エ
フ
ピ
コ
商
事
三
〇
％
、

モ
ダ
ン
パ
ッ
ク
中
国
二
〇
％
、
上
田
包
装

企
業
一
〇
％
ほ
か
が
出
資
し
た
。石
田
商
店

の
社
長
に
は
、石
田
武
司
前
会
長
が
就
任
。

卸
で
は
飲
食
店
の
開
店
支
援
も
手
掛
け
、

包
材
関
連
需
要
の
掘
り
起
こ
し
に
つ
な
げ

て
い
る
。
エ
フ
ピ
コ
グ
ル
ー
プ
で
は
モ
ダ

ン
パ
ッ
ク
全
国
一
〇
〇
店
舗
を
目
指
し
て

お
り
、
広
島
店
は
品
ぞ
ろ
え
の
充
実
と
関

連
サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
。

▽
広
島
労
働
局
は
１０
月
２８
日
付
で
、
県
の

最
低
賃
金
を
時
間
額
六
五
四
円
か
ら
六
六

九
円
に
改
定
し
た
。
通
勤
手
当
や
時
間
外

・
深
夜
な
ど
の
割
増
、
臨
時
支
払
い
、
賞

与
な
ど
の
一
ヵ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
の

賃
金
は
対
象
外
。
特
定
産
業
に
は
県
の
最

低
賃
金
よ
り
も
金
額
の
高
い
産
業
別
最
低

賃
金
が
適
用
さ
れ
、
広
島
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
が「
建
設
用
・
建
築
用
金
属
製
品
、

そ
の
他
の
金
属
製
品
製
造
業
」
を
１２
月
３０

日
付
で
七
六
〇
円
か
ら
七
七
〇
円
に
引
き

上
げ
る
こ
と
も
決
め
た
。
手
続
き
後
、
広

島
労
働
局
長
が
公
示
す
る
。
他
七
業
種
の

産
業
別
最
低
賃
金
は
審
議
中
。

▽
広
島
京
大
大
会
（
池
内
浩
一
会
長
）
は

１１
月
２８
日
、
広
島
全
日
空
ホ
テ
ル
で
総
会

と
懇
親
会
を
開
く
。
京
都
大
学
の
尾
池
和

夫
総
長
が
「
地
震
を
知
っ
て
震
災
に
備
え

る
―
中
国
地
方
の
地
震
活
動
」
を
講
演
。

会
費
一
万
円
、
９
８
年
以
降
の
学
部
卒
業

生
六
〇
〇
〇
円
。
�電
二
四
七
―
九
三
四
一

（
事
務
局
�
岡
重
�株
岡
野
賢
太
郎
）。

追

記

１１
月
１５
日
号
１７
頁
の
荒
谷
�株

の
新
商
品
名
は
「
安
芸
菊
芋
焼

酎
一
呑
（
び
ん
ど
ん
）」
で
す
。

「
最
近
、
見
え

に
く
く
な
っ
た
！
」

と
言
っ
て
、
眼
科

を
受
診
さ
れ
る
患

者
さ
ん
の
中
に
は

直
接
眼
科
的
な
疾
患
以
外
に
糖
尿
病
や
高

血
圧
な
ど
と
関
わ
り
が
あ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。「
糖
尿
病
で
、
目
が
悪
く
な
る
な
ん

て
知
ら
な
か
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
視
力
低
下
を
主
訴
に
受
診
さ

れ
る
糖
尿
病
患
者
さ
ん
に
は
、
①
内
科
で

治
療
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
眼
科
受
診
を

し
た
こ
と
が
な
い
。
②
以
前
糖
尿
病
を
指

摘
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
治
療
放
棄
し

た
。
③
検
診
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
の
で

自
分
が
糖
尿
病
患
者
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
―
と
言
わ
れ
ま
す
。

糖
尿
病
に
よ
る
眼
の
合
併
症
の
中
に
は
、

糖
尿
病
網
膜
症
、
角
膜
障
害
、
白
内
障
、

血
管
新
生
緑
内
障
、
眼
球
運
動
障
害
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
眼
合
併
症
は
、
重
症
化
し

な
い
と
視
力
低
下
や
痛
み
な
ど
の
自
覚
症

状
が
な
い
た
め
発
見
が
遅
れ
る
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
、
糖
尿
病
網

膜
症
は
中
途
失
明
の
主
な
原
因
と
な
る
た

め
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

糖
尿
病
網
膜
症
は
、
糖
尿
病
腎
症
と
糖

尿
病
性
神
経
障
害
と
並
ん
で
三
大
合
併
症

の
一
つ
で
す
。
網
膜
症
の
進
行
は
、
単
純

網
膜
症
、
前
増
殖
網
膜
症
、
増
殖
網
膜
症

の
三
段
階
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
放
置
し
て

お
く
と
、
急
に
見
え
に
く
く
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
治
療
が
必
要
な
と
き
に
適

切
な
治
療
を
す
る
こ
と
で
、
進
行
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
進
行
す
れ
ば
治
療
困

難
と
な
り
視
力
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
糖
尿
病
網
膜
症
の
増
悪
因

子
は
、
長
期
の
罹
患
期
間
、
高
血
糖
、
高

血
圧
、
高
脂
血
症
、
飲
酒
、
喫
煙
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
る
た
め
、
可
能
な
限
り
生
活
習

慣
を
変
え
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。
が
っ

か
り
す
る
の
は
、「
今
さ
ら
変
え
ら
れ
な
い
」

と
の
返
事
が
多
い
こ
と
で
す
。

糖
尿
病
で
あ
る
以
上
、「
見
え
て
る
か
ら

大
丈
夫
」と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。自

覚
な
し
に
網
膜
症
が
進
行
し
て
い
る
場
合

が
多
い
た
め
、
必
ず
定
期
検
診
を
お
願
い

し
ま
す
。
糖
尿
病
と
指
摘
さ
れ
た
ら
眼
科

受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

糖
尿
病
患
者
さ
ん
は
年
々

増
え
て
い
ま
す
。
大
事

に
至
ら
な
い
た
め
に
日

頃
か
ら
予
防
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

糖
尿
病
網
膜
症

広
島
市
南
区
医
師
会
理
事

田
中
眼
科
医
院
院
長

田
中

惠
子

３
Ｇ
１５

Ｑ

見
出
Ｇ
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